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自見はなこ氏（全　国
比例区）を全力で支持

　

参
議
院
議
員
選
挙
は
６
月
22
日
公
示
、
７
月
10
日
投
・
開
票
の

日
程
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
選
挙
に
は
、
元
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官

で
、
現
自
民
党
女
性
局
長
の
自
見
は
な
こ
氏
が
２
期
目
を
目
指
し

て
全
国
比
例
区
か
ら
立
候
補
す
る
。
自
見
氏
は
日
本
医
師
連
盟
参

与
で
も
あ
り
、
日
本
医
師
連
盟
が
会
内
候
補
と
し
て
、
推
薦
し
て

い
る
。
鹿
児
島
県
医
師
連
盟（
池
田

哉
委
員
長
）は
令
和
２
年
７

　
自
民
党
の
候
補
者
と
し
て
、
全

国
比
例
区
に
立
候
補
す
る
自
見
氏

は
、
２
期
目
へ
の
挑
戦
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
６
年
間
、
多
く
の
医

療
政
策
に
関
わ
っ
た
ほ
か
、
コ
ロ

ナ
対
策
で
は
、
厚
労
省
の
対
策
本

　
７
月
の
参
院
選
挙
は
、
県
医
師

連
盟
の
組
織
力
、
医
政
へ
の
取
り

組
み
が
問
わ
れ
る
重
要
な
選
挙

部
長
代
理
と
し
て
、
ク
ル
ー
ズ
船

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
」

の
初
期
対
応
に
あ
た
り
、
乗
員
・

乗
客
を
救
う
一
方
、
国
内
へ
の
感

染
拡
大
を
防
い
だ
。そ
の
活
動
は
、

関
係
者
か
ら
、
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
の
後
も
、検
査
体
制
の
充
実
、

ワ
ク
チ
ン
治
療
薬
の
早
期
開
発
、

さ
ら
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
推
進

な
ど
に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な

成
長
を
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
た
め
の「
こ
ど
も
家
庭
庁
」

の
創
設
に
奔
走
。
そ
の
結
果
が
設

置
法
案
の
国
会
成
立
に
繋
が
っ
て

い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
多
く
の
議
員
連
盟

に
事
務
局
の
責
任
者
と
し
て
参
加

し
て
お
り
、
若
手
議
員
の
な
か
で

も
、
そ
の
手
腕
が
注
目
を
集
め
て

い
る
。
数
多
く
の
医
療
が
抱
え
る

課
題
と
も
取
り
組
み
、新
生
児
期
、

小
児
期
の
難
聴
対
策
、
外
国
人
医

療
問
題
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積

極
的
勧
奨
再
開
な
ど
に
尽
力
し
て

き
た
。

　
自
見
氏
は
46
歳
。
参
議
院
の
比

例
区
は
職
域
代
表
の
闘
い
だ
が
、

こ
こ
２
年
あ
ま
り
の
医
療
界
は
、

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
や
通
常
医
療
を

守
る
取
り
組
み
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

な
ど
で
大
変
な
状
況
に
あ
り
、
医

療
機
関
を
支
え
る
た
め
、
政
府
へ

の
働
き
か
け
、
議
員
連
盟
で
の
活

動
に
力
を
注
い
で
き
て
い
る
。

　
令
和
４
年
６
月
18
日
に
は
鹿
児

島
県
医
師
連
盟
主
催
の「
自
見
は

な
こ
・
野
村
哲
郎
総
決
起
大
会
」が

県
医
師
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
自
民
党
県
連
会
長
の
森
山

𥙿
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
地
元

選
出
の
国
会
議
員
も
多
数
参
加
、

月
い
ち
早
く
自
見
氏
の
推
薦
を
決
定
。
郡
市
医
師
連
盟
な
ど
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
支
持
活
動
を
積
極
的
に
展
開
中
だ
。
目
標
は
、

大
量
得
票
を
得
て
の
上
位
当
選
で
、
池
田
医
師
連
盟
委
員
長
は「
今

回
の
選
挙
は
、
日
本
医
師
連
盟
、
鹿
児
島
県
医
師
連
盟
の
威
信
を

か
け
た
戦
い
に
な
る
」と
決
意
を
語
っ
て
い
る
。

自
見
氏
、
高
位
で
勝
利
を

「
医
師
会
の
力
」が
問
わ
れ
る
選
挙

両
候
補
を
激
励
し
て
、
全
力
で
闘

う
こ
と
を
誓
っ
た
。

　「
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
感
染
症
や
災
害
に
強
い
、
医

療
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」、「
必
要
な

医
療
・
介
護
・
福
祉
が
過
不
足
な
く

受
け
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
」、「
こ

ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ

る
社
会
実
現
の
た
め
の
子
ど
も
庁

創
設
」な
ど
が
、
主
な
公
約
だ
。

　
自
見
候
補
は
今
回
の
選
挙
に
つ

い
て
、「
国
民
皆
保
険
を
次
世
代

に
つ
な
ぐ
使
命
を
こ
れ
か
ら
も
果

た
し
て
い
き
た
い
。
な
ん
と
し
て

も
勝
ち
抜
き
、
先
生
方
の
声
を
国

に
届
け
る
役
割
を
担
い
、
政
策
の

継
続
性
を
持
っ
て
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
」と
力
強
く
語
っ
て

い
る
。

に
な
り
ま
す
。
国
の
医
療
行
政

に
我
々
の
政
策
を
反
映
さ
せ
る
に

は
、
自
見
候
補
の
圧
倒
的
勝
利
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
先
頭

に
立
っ
て
、
奮
闘
す
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

　
自
見
候
補
は
我
々
医
師
連
盟
が

「
こ
の
人
な
ら
」と
自
信
を
も
っ

て
、
国
政
に
送
り
出
せ
る
人
材
で

す
。
政
治
家
に
必
要
な
、
潔
白
、

謙
虚
、誠
実
を
全
て
持
ち
合
わ
せ
、

次
代
を
担
う
政
治
家
と
し
て
、
高

い
評
価
を
得
て
お
ら
れ
ま
す
。
勉

強
家
で
も
あ
り
、
今
や
厚
労
行
政

に
影
響
を
与
え
る
政
治
家
に
成
長

し
て
お
ら
れ
る
と
、
私
は
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　
医
療
が
大
き
な
転
換
期
に
あ
る

今
、
我
々
自
身
と
し
て
、「
医
政
」

に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
政
治
に
お
け
る
力
は
得
票
数

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
最
高
票
を
目

指
し
て
、
県
医
連
が
一
丸
と
な
っ

て
闘
い
抜
く
こ
と
が
勝
利
に
つ
な

が
り
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

県
医
師
連
盟
委
員
長
　
池
田

哉

参
院
選 

７
月
10
日
投
票

　昭和51年２月15日長崎県佐世保市生ま
れ、福岡県育ち
略歴
　�筑波大学国際関係学類卒業、東海大学医
学部医学科卒業、東京大学病院小児科勤
務、虎の門病院小児科勤務、日本医師会
参与、日本医師連盟参与・日本小児科医
連盟参与、東海大学医学部医学科客員准
教授、父・自見庄三郎氏の議員秘書
歴任
　�比例代表（全国区）当選１回（Ｈ28）、厚
生労働大臣政務官、参議院厚生労働委員
会理事、自民党青年局長代理、自民党女
性局長
趣味　
　�マラソン、読書、旅行、神社・仏閣めぐ
り、好きな言葉は「一生懸命」

自見はなこ氏のプロフィール

　
参
院
選
比
例
区
は
、
名

簿
の
順
次
は
あ
ら
か
じ
め

定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
投
票

さ
れ
た「
個
人
名
」の
投
票

数
の
多
い
順
に
、
名
簿
の

順
番
が
並
び
替
え
ら
れ
ま

す
。
衆
院
選
と
は
仕
組
み

が
違
い
、
自
民
党
と
記
載

し
た
だ
け
で
は
、
応
援
し

て
い
る
候
補
者
の
名
簿
の

順
番
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

十
分
留
意
し
て
、
投
票
の

際
に
は
、
必
ず
個
人
名
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

個
人
名
で
投
票
を

鹿児島を訪れた自見氏を激励する池田 哉委員長
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